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アジェンダ

Ⅰ Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

（学校法人関西大学の紹介・教学の意思決定システム）

Ⅱ 本学の内部質保証システムについて

Ⅲ 教育の充実に向けた取り組みについて

2



Ⅰ Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 学校法人関西大学について

ＯＳＡＫＡ

千里山キャンパス

法学部／文学部／経済学部／商学部／社会学部／政策創造学部／外国語学部
／システム理工学部／環境都市工学部／化学生命工学部

高槻キャンパス

吹田みらいキャンパス

北陽キャンパス

東京センター

社会安全学部／社会安全研究科
関西大学初等部・中等部・高等部

法学研究科／文学研究科／経済学研究科／商学研究科／社会学研究科／理工学研究科
／外国語教育学研究科／心理学研究科／東アジア文化研究科／ガバナンス研究科

総合情報学部／総合情報学研究科

人間健康学部／人間健康研究科堺キャンパス

法科大学院／会計専門職大学院

高槻ミューズキャンパス

関西大学第一高等学校・第一中学校／関西大学幼稚園

関西大学北陽高等学校・中学校

留学生別科(日本語・日本文化教育プログラム進学コース)

海外拠点
欧州センター、上海オフィス、バンコクオフィス、
台湾オフィス、北京オフィス、
ベトナム連絡事務所、中国連絡事務所 3

ビジネスデータサイエンス学部

梅田キャンパス

南千里国際プラザ



Ⅰ Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 学校法人関西大学について

学生数

教職員数

学部学生28,492人（うち留学生614人）
大学院学生1,799人（うち留学生483人）
専門職大学院学生248人（うち留学生10人）
併設校生徒等4,798人

大学専任教員754人 併設校教員246人
事務職員497人

※2025年5月1日現在の人数

学部数等
学部：14 研究科：13 専門職大学院：2 留学生別科：1
併設校：高等学校3 中学校3 小学校1 幼稚園1
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Ⅰ Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 教学の意思決定システムについて
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学長補佐（3名） 

学長の教務統轄を補佐

学長のスタッフ機能

学長が統括する教学面の運営管理を補佐し、
学内外の諸機関との連携協力を促進

教学の最終意思決定機関
大学執行部
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内部質保証推進委員会

≒



Ⅱ 内部質保証システムの充実（内部質保証の方針）
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（内部質保証の方針）
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（内部質保証推進委員会）
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（内部質保証推進委員会）

◯ 内部質保証推進委員会 構成員

（１）学長（委員長）

（２）副学長

（３）学長補佐

（４）大学本部長

（５）学長室長
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（ＩＲ推進委員会）
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（ＩＲ推進委員会）

◯ ＩＲ推進委員会 構成員

（１）副学長（教育推進担当） （委員長）

（２）学長補佐のうち１名

（３）教育推進部所属教育職員 若干名

（４）学事局長

（５）学事局所属事務職員 若干名

（６）その他委員長が必要と認めた者 若干名
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（認証評価検討ワーキンググループ）
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（認証評価検討ワーキンググループ）

◯ 認証評価検討ワーキンググループ 構成員
（１）副学長（自己点検・評価担当） （座長）

（２）学長補佐（自己点検・評価担当）（副座長）

（３）大学部門委員会委員 若干名

（４）大学基準協会の評価委員経験者 若干名

（５）大学本部長

（６）総合企画室長

（７）学長室長

（８）その他座長が必要と認めた者
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Ⅱ 内部質保証システムの充実（委員会において課題整理（一例））

取組状況 ※評価の視点評価項目
基
準

着手

教育の質保証、教学マネジメントの
実質化へつなげるためにアセスメ
ントプランを全学的に導入すべく
2023年７月の学部長・研究科長会
議で各学部・研究科に依頼。

2024年４月に本学ホームページに
てアセスメントプランを公表。

学習成果を把
握・評価する目
的や指標、方法
等について考え
を明確にしている
か。

◇学位授与方針に明示
した学生の学習成果を
適切に把握及び評価し
ていること。

４
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※取組状況は2025年９月30日現在のものである。
（ 2023年７月５日開催の学部長・研究科長の際に周知した資料を基に作成）



Ⅱ 内部質保証システムの充実（委員会において課題整理（一例） ）

取組状況※評価の視点評価項目
基
準

着手

現在検討を進めている「質保証に
おける学生参画」の一環として、自
己点検・評価機能を高める上で効
果的であると考え、2023年７月に卒
業生調査を、2024年に学生インタ
ビュー調査を実施した。

外部の視点や学
生の意見を取り
入れるなど、自
己点検・評価の
客観性を高める
工夫を行ってい
るか。

◇教育課程及びその内
容、教育方法について
定期的に点検・評価し、
改善・向上に向けて取り
組んでいること。

４
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※取組状況は2025年９月30日現在のものである。
（ 2024年10月16日開催の学部長・研究科長の際に周知した資料を基に作成）



Ⅱ 内部質保証システムの充実（改善・改革プロセス）

機関別認証評価受審サイクル等の見直し2019年 3 月

大学院改革検討ワーキンググループ設置5 月

大学ＩＲ検討ワーキンググループ設置

学校法人関西大学自己点検・評価委員会大学部門委員会の
体制の見直し

6 月

全学ＩＲ推進ワーキンググループ設置2020年 4 月

大学院検討委員会設置5 月

卒業生調査を実施2023年 7 月

アセスメントプランの公表2024年 4 月

現学長就任（新大学執行部体制）
認証評価検討ワーキンググループ設置
学生インタビュー調査を実施

2024年10月

内部質保証推進体制の見直しを検討2025年 2 月

新たな内部質保証推進体制への改組
（内部質保証推進プロジェクトから内部質保証推進委員会へ）

4 月
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Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・考動力コンピテンシー
自ら考え、行動し、社会を改革できる人材



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・学生調査による考動力コンピテンシーの測定・可視化



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・学部等へ結果のフィードバック
入学時・パネル・卒業時調査の結果を各学部 教授会等へフィードバック



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・学生個人へ結果のフィードバック
各調査を通じて測定した「考動力コンピテンシー」「リテラシー」を、
学生個人にフィードバック



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・個人のスコアと全学・学部別コメントのフィードバック

例:自律力のアドバイス
すべてのコンピテンシーに、大学と学部
（一部）からのアドバイスコメントを表示



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・考動力を育む CAN PRO MAP



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・DPに対応したアセスメントプランの公表

例:政策創造学部 政策学科

関西大学 ３つのポリシー・アセスメントプラン
https://www.kansai-u.ac.jp/ja/about/outline/faculty.html



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・何を用いて、どこで活用するか



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・内部質保証確認シート
大学執行部と各学部・研究科とのコミュニケーションツール



Ⅲ 教育の充実に向けた取り組み（内部質保証を機能させるための工夫）
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・内部質保証確認シートの活用・学内展開



ご清聴ありがとうございました。
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